
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

東みよし町家庭教育支援チーム 

（呼称：カフェ ブルースカイ） 

 

②活動拠点  東みよし町社会福祉協議会他 

③活動範囲  徳島県三好地区を中心とする県西部 

④組織体制 

   7 人 

 元教員 5 人 保育士 1 名 社会教育士（親なびげーたー） 1 名 

 その他サポーター 5 人 

⑤活動開始年度 令和 5 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

 四国まなび未来ネットワーク研究所 代表 赤松梨江子 

（TEL）090-8282-1018    （E-mail）r_akamatsu@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

〇居場所づくり 

 子育てに悩みを持つ保護者及び不登校の子どもとその保護者を対象に、

月 3 回程度、居場所づくりとして「子育て・在宅の子（不登校）応援サロン カ

フェ・ブルースカイ」を開いている。うち 1回は夜間または休日開催とし、就労

中の保護者も参加しやすいよう環境を整えている。子育てや不登校に関す

る悩みを保護者間で共有したり、先輩保護者の体験談や講演会で講師の

話を聞いたりする場となっている。 

〇子育て相談 

 子育て全般について、また不登校についての相談を対面及びオンラインで

受けている。相談の内容によって専門家や専門機関につなぐこともある。 

〇情報提供 

 公式 LINE を開設し、サロンの開催及び子育て・不登校等に関する情報提

供を広く行っている。 

〇学習支援 

 サロンに来る児童生徒で希望する者に、学習支援を教員 OB のボランティ

アにより行っている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇開設から半年間でのべ約 50 人の利用があった。 

〇保護者のおしゃべり会では、「不登校を経験した子どもの体験談や現状に

ついての話を聞くことができて、勇気付けられた」「この地区にようやくこんな

場ができて嬉しい」と言った感想が寄せられた。 

〇子どもがサロンに参加したことで、学校へ行ける日数が増えたり、サロン

の中で異年齢の友達ができたりし、また、大人とのコミュニケーションを活発

にとれるようになっている子どもの姿も見受けられる。 

〇地域の人々からも関心が高く、場所、運営協力金の提供等、多くの協力

を得られている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 個別の寄附、大和証券財団ボランティア助成金            ） 

 


